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電解質を用いた太陽電池の 6割程度の変換効率を示し、封止材料なしで 80 日間の安定性を確認している。
第五章では、イオン性液体、イオンd性ゲ、ノレ電解質を用いた色素増感太陽電池の光電流が、従来型の有機溶液電解質を
用いた色素太陽電池の 7割程度しか得られない原因について色素増感太陽電池の根本的な四つの過程、電解質中 13ー
の対極への拡散、 13ーによる入射光の吸収、酸化チタン電極中の電子の拡散、酸化チタン中の電子の 13- との再結合
について実験検討することで、イオン性液体を用いた太陽電池の光電流値の低下を明確にしている。
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論文審査の結果の要旨
色素増感太陽電池は低コストで製造でき、環境負荷の小さな太陽電池として実用化に向けた活発な研究が行われて
いる。本研究は、色素増感太陽電池の最大の問題点とされる耐久性について、ゲ、ル電解質を用いた擬固体化により改
善を行ったものであり、得られた成果を要約すると以下の通りである。
(1)小分子ゲ、ル化剤を用いて液体の電解液を固化することにより、色素増感太陽電池の特性を低下させることなくそ
の耐久性を大幅に促進できることを明らかにしている。
(2)イオン性ゲル電解質を用いて色素増感太陽電池を作成することで、太陽電池特性を大きく低下させることなく耐
熱性を大幅に向上させることに成功している。
(3)イオン性液体電解質を用いた色素増感太陽電池について、その光電流値を制限する要因を解析し有機溶媒を用い
た電解質との違いを明らかにしている。
以上のように、本論文は、色素増感太陽電池の最大の問題点である電解質の低耐久性の克服に挑戦し、変換効率を
低下することなく色素増感太陽電池の高温・長期安定化の達成に成功している。これらの成果は、色素増感太陽電池
の実用化に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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